
 

 

 

【講演概要】 

デンソーでは、ＣＡＥの活用促進をはかるため、ＣＡＥを広める、高める、組み込むという考

え方からＣＡＥ活用促進をはかってきた。①広める：ＣＡＥを社内に広めるため、まずＣＡＥを

活用できる人材を増やすことに取り組んだ。人数的目標値を決め、この目標を達成のために、Ｃ

ＡＥサテライトという構えを各事業部と共同で構築し、ＣＡＥ活用を浸透させた。②高める：自

社で必要となるＣＡＥを実行できるようにするためには、自社開発のＣＡＥソフトウエア開発が

理想である。しかし、デンソーは自動車部品メーカであるため、市販のソフトウエアを導入し、

カスタマイズ活用することを基本としている。そこで、基幹となるソフトウエアを決め、ＢＰ

(Business Partner)と協働でそのソフトウエアの機能向上に取組み、より高いＣＡＥが実行でき

るようにしている。③組み込む：ＣＡＥが設計の真のツールとなるためには、創られたＣＡＥ技

術が設計の業務の中に組み込まれていなくてはならない。そこで、全社として決定された製品開

発ロードマップに基づき、その製品開発を下支えするＣＡＥ技術開発に取り組んでいる。これを

実現するため、将来に向けたＣＡＥ技術開発の方向性を示すＣＡＥ技術開発ロードマップを創生

した。このロードマップに基づき、将来に向けたＣＡＥ技術開発に取組んでいる。今回の講演で

は、デンソー社内において取り組んできた、上記①、②、③の取り組みについて具体的事例をも

とに説明する。 
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